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（議題４）環境モニタリング調査結果(中間報告) 

 

（１） 物理環境項目 

１）流量(出水状況) 

２）水質(①常時観測(濁度)、②出水時調査) 

３）基盤環境(物理環境の定期モニタリング) 

（２） 工事による影響を確認する項目 

１）大気汚染(粉じん等) 

２）発破騒音・振動調査(①騒音、②振動)  

（３） 水位低下前後の比較 

１）航空写真、定点写真による比較 

 

 

 

説明資料３ 

kumamoto
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■ 全体スケジュール表 

 
　

        
        

        
        

4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

第１段階 第２段階 第３段階 第４段階 第５段階 第６段階

鳥類 －
春、初夏
秋、冬

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

① ○ ○ ○ ○ ○○○○ ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○○○○ ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④ ○○○○ ○○○○ ○

① ○ ○ ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○○○○ ○

底生動物
（重要な種）

－ 初夏 ○ ○ ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○

既往調査結果整理 － 不定期

支川連続性調査 －
夏（ｶﾜﾈｽﾞﾐ）
秋（ﾔﾏﾒ）

○

植物相 － 春、夏、秋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①
(遥拝堰除く)

○ ○ ○ ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○○○○ ○

植物（重要な種） － 春、夏、秋 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

既往調査結果整理 － 不定期

出水期後

出水期後

出水期後

19k
19k6

－ 夏 ○ ○○○○ ● ● ○ ● ● ● ●

○又は－：調査　　●又は…：必要に応じて調査　　※：植物相の調査の中で確認

調査実施済みの項目は赤字で示す

調査地点

①： 遙拝堰、下代瀬、道の駅坂本、荒瀬ダム百済木川流入部、西鎌瀬（鎌瀬、藤ノ瀬、宮瀬付近）

②： 坂本橋、横石

③： 与奈久（湯の瀬付近）、葉木（小股の瀬）

④： 瀬戸石ダム下流

出水期後

①
(遥拝堰除く)

②

③

水質

底質

○

○

○

○

○

騒音

振動

○ ○

○ ○ ○

常時

毎月１回

不定期

常時

○

pH、濁度、DO、

BOD、TN、TP、水

温、SS 他

濁度、SS、DO、
粒度組成

－

－

毎年１出水

不定期

水象

河川物理環境情報図

定期観測

河川形状
（平面測量）

既往調査結果整理

動物

植物

粒度組成

既往調査結果整理

出水時調査

自動観測
ｐH、濁度、 DO、
水温

粉じん等
大気
汚染

11

撤 去 工 事 計 画

調査地点

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
計
画

景　観（空撮）

33 11

５年目（H28年度） ６年目（H29年度）３年目（H26年度）

3 11

２年目（H25年度）

3

（H30年度）（H23年度） ４年目（H27年度）１年目（H24年度）

工事期間中

工事期間中

流量

113311 113 11

基盤環境

定点風景・河床撮影

河川形状
（横断・深浅測量）

定期モニタリング

工事期間中

－

－

建設機械の稼動

出水期後

付着藻類

春、冬

春、冬

建設機械の稼動

餌場産卵場環境調査 下代瀬 ○

○

－

○

○

魚類 春、夏、秋

底生動物

○○○○ ○○○○ ○○○○

○ ○ ○

出出出出 水水水水 期期期期
河川外工事河川外工事河川外工事河川外工事

河川内工事河川内工事河川内工事河川内工事

水位低下設備 管理橋撤去（右岸） 右岸門柱撤去 右岸みお筋部撤去 右岸部撤去 管理橋撤去（左岸） 左岸門柱撤去 左岸部撤去

水位低下設備の設置

ゲート撤去着手

右岸門柱の撤去

右岸みお筋部の撤去

ゲート撤去完了

右岸部の撤去
左岸門柱の撤去 左岸部の撤去

出出出出 水水水水 期期期期
河川外工事河川外工事河川外工事河川外工事

河川内工事河川内工事河川内工事河川内工事

出出出出 水水水水 期期期期
河川外工事河川外工事河川外工事河川外工事

河川内工事河川内工事河川内工事河川内工事

出出出出 水水水水 期期期期
河川外工事河川外工事河川外工事河川外工事

河川内工事河川内工事河川内工事河川内工事

出出出出 水水水水 期期期期
河川外工事河川外工事河川外工事河川外工事

河川内工事河川内工事河川内工事河川内工事

出出出出 水水水水 期期期期
河川外工事河川外工事河川外工事河川外工事

河川内工事河川内工事河川内工事河川内工事

出出出出 水水水水 期期期期
河川外工事河川外工事河川外工事河川外工事

河川内工事河川内工事河川内工事河川内工事

出出出出 水水水水 期期期期

● ● ● ● ●

　第３期 
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　第１期 
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水位低下設備設置後
（水位低下） 右岸みお筋部撤去後
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■ 調査スケジュール表（平成２５年度） 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H25年 1月 2月 3月

水象 流量

基盤環境 河川形状 横断・深浅測量

基盤環境の変遷 空中写真撮影

水質

底質

動物 魚類

底生動物

植物 付着藻類

基盤環境 物理環境の定期モニタリング

（下代瀬） 下代瀬採餌場産卵場環境

基盤環境の変遷 河川物理環境情報図

河道内の変化の確認

植物 ベルトトランセクト

 大気汚染 粉じん等

騒音 発破工事の試験

振動 発破工事の試験

：実施済み

：予定

工

事

関
連

項

目

項　目

基

礎

項
目

【常時観測】

　pH､濁度､DO

【定期観測】
　pH､濁度､DO､BOD､TN､TP､水温､SS他

粒度組成

平成２６年

セ

グ
メ

ン

ト

ス

ケ
ー

ル

項

目

底生動物（重要な種）

（ウスイロオカチグサ、モノアラガイ）

リ
ー

チ

ス

ケ
ー

ル

項
目

平成２５年

【出水時調査】

　濁度､DO､SS、粒度組成他

3回実施

3回実施

1回実施

斜め写真

2回実施

1回実施葉木、与奈久

1回実施
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■ 調査地点図 
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（１）物理環境項目 

１）流量（出水状況） 

平成 25 年度前期(4～9 月)の調査結果概要 

・調査期間において、2,000m3/s 台が 2 回(9 月)、1,000m3/s 台が１回(6 月)の出水があった。（※荒瀬ダム流量） 

・9 月の出水は直近 10 年間で 2 番目に小さい規模であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25年度（4～9月）の流況
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（
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m
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時間雨量（mm/h）

横石流量（m3/s）
荒瀬ダム流量（m3/s）

瀬戸石ダム流量（m3/s）

注1：瀬戸石ダムの流量は放流量（出典：電源開発南九州電力所提供資料）

注2：横石の流量は速報値（出典：国土交通省八代河川国道事務所提供資料）

注3：雨量は神瀬観測所の速報値（出典：国土交通省水文水質データベース）

荒瀬ダム
1,601m3/s

荒瀬ダム
2,328m3/s

荒瀬ダム
2,148m3/s

　　　　　　　　H25年4月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　6月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　7月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9月

出水時調査 

6 月 25 日 19 時～26 日 18 時 

⇒調査結果は p.24 を参照  

各年最大放流量（荒瀬ダム：昭和30年～平成25年）
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H
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荒
瀬

ダ
ム

最
大

放
流

量
（
m

3
/
s）

平成25年9月出水

最大放流量2,328m3/s

平成57年7月出水

（過去最大）

最大放流量6,460m3/s

昭和 57 年 7 月出水 
(過去最大) 

最大流量 6,460m3/s 

平成 25 年 9月出水 
最大流量 2,328m3/s 

【参考資料 P4～5 参照】 

注 1：瀬戸石ダムの流量は速報値（出典：電源開発南九州電力所提供資料） 
注 2：横石の流量は速報値（出典：国土交通省八代河川国道事務所提供資料） 
注 3：雨量は神瀬観測所の速報値（出典：国土交通省水文水質データベース） 

4 月                    5 月                    6 月                    7 月                    8 月                   9 月 

平成 25 年 9月出水 

最大流量 2,328m3/s 



 

 

 

- 22 - 

２）水質 ① 常時観測(濁度) 

評価項目 視点 平成 25 年度前期(4～9 月)の調査結果概要 評価概要 

今年度の出水時濁度の状況 
出水時の濁度の時間変化 

(自動観測) 

・出水時の瀬戸石ダム下流（荒瀬ダム貯水池への流入水）、道の駅坂本（荒瀬ダム直

下流）及び横石の濁度は、同じような変動をしていた。 

・ダム貯水池の堆積土砂の影響（ダム下流の

濁り）は特に見られなかった。 

 

 

 

【参考資料 P.8、11、14 参照】  
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瀬戸石ダム下流濁度（FTU）

道の駅坂本濁度（FTU）

横石濁度（FTU）

【凡 例】 
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評価項目 視点 平成 25 年度前期(4～9 月)の調査結果概要 

今年度の平水時濁度の状況 
平水時の濁度の時間変化 

(自動観測) 
・ 6 月中旬（水位低下操作期間）に、道の駅坂本において濁度の一時的な上昇が見られた（下図①参照）。 

 

【凡 例】 

H25年雨量（mm/h） 瀬戸石ダム下流濁度（FTU） 道の駅坂本濁度（FTU） 横石濁度（FTU）

自動観測装置 
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【参考資料 P.8、11、14 参照】  



 

 

 

- 24 - 

２）水質 ②出水時調査 

視点 平成 25 年度前期(4～9 月)の調査結果概要 

ダム上下流の水質比較 ・各項目について、ダム上流の瀬戸石ダム下流とダム下流の道の駅坂本・横石を比較すると、ほぼ同じ変動を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考資料 P.38～40 参照】  

室内分析結果（調査は平成 25年 6月 25 日～26日に実施） 
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2013/6/26 18:00

横石 道の駅坂本 瀬戸石ダム下流 荒瀬ダム流量(m3/S)
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視点 平成 25 年度前期(4～9 月)の調査結果概要 

濁度と SS の相関性 ・ 瀬戸石ダム下流、道の駅坂本とも、一定の相関が見られる。 

 

 瀬戸石ダム下流 道の駅坂本 
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【参考資料 P.35 参照】  
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視点 平成 25 年度前期(4～9 月)の調査結果概要 

流量と濁り(濁度、SS)

の相関性 
・ 平成 25 年度の流量と濁度（ＦＴＵ）の関係分布は、全体的に平成 24 年の分布範囲内に収まっており、異常な動きは見られなかった。 

 

 

 

【参考資料 P.34 参照】  

1.E+00

1.E+01

1.E+02

1.E+03

1.E+01 1.E+02 1.E+03 1.E+04

荒瀬ダム流量（m3/s）

濁
度

（
F
T

U
）

H24.6～H24.12

H25.6～H25.9

1.E+01

1.E+02

1.E+03

1.E+04

1.E+05

1.E+06

1.E+07

1.E+01 1.E+02 1.E+03 1.E+04

荒瀬ダム流量（m3/s）

負
荷

量
（
g/

s
）

H24.6～H24.12

H25.6～H25.9

流量（荒瀬ダム放流量）と濁度（FTU）の関係図 流量（荒瀬ダム放流量）と SS 注負荷量の関係図 

注：濁度から SS への換算は、平成 24 年度までのデータから作成した「SS＝1.1236

×濁度」（第 5 回委員会資料と同じもの）を用いている。 



 

 

 

- 27 - 

３）基盤環境（物理環境の定期モニタリング） 

 

【荒瀬ダム下流における物理環境（横断形状）の変化の概要】 

評価項目 視点 平成 25 年度前期(4～9 月)の調査結果概要 

出水前後や水位低下前後の

変化状況 

出水や荒瀬ダム撤去関連工事によ

る土砂流下の影響把握 
・19k000 及び 19k600 の横断形状に、大きな変化は見られなかった。 
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【荒瀬ダム下流における物理環境（河床材料）の変化の概要】 

● 線格子法 
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評価項目 視点 平成 25 年度前期(4～9 月)の調査結果概要 

出水前後や水位

低下前後の変化

状況 

出水や荒瀬ダム撤去関連工事

による土砂流下の影響把握 

【横断線上の粒径変化の概要

把握】 

・水位低下装置設置前後で大きな変化は見られなかった。 

【参考資料 P.57～59 参照】 
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● 面積格子法 

評価項目 視点 平成 25 年度前期(4～9 月)の調査結果概要 

出水前後や水

位低下前後の

変化状況 

出水や荒瀬ダム撤去関連工事

による土砂流下の影響把握 

【左岸及び右岸における粒径

変化の詳細把握】 

・19k000 右岸では、平成 25 年 5 月に粒径加積曲線の形状が変化しているが、平成 25 年 7 月には、ほぼ元の状態に戻っていた。 
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【参考資料 P.55～56 参照】 
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（２）工事による影響を確認する項目 

 

１）大気汚染（粉じん等） 

評価項目 視点 平成 25 年度前期(4～9 月)の調査結果概要 評価概要 

工事実施前と実施中の

変化状況 

工事の影響把握 

・参考基準（「面整備事業環境影響評価マニュアル」(平成

11 年 建設省都市局)の 10t/km2/月)の達成状況 

・工事実施前と実施中の比較 

・今年度の工事実施中の降下ばいじん量は、

4.56～8.69t/km2/月の範囲内にあった。 

・今年度の最大値である 8.69t/km2/月であっても、参考となる

基準値 10t/km2/月を下回る。 

・工事実施前と工事中の比較で見ると工事中の方が高くなって

いるが、参考基準値以下に抑えられている。 

 

 

 

 

 

St.1 工事用 

進入路の入口 
第１流水回復区間第2流水回復区間

St.1 工事用進入路の入口 

 
Ｎ
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【参考資料 P.63 参照】 
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発破作業 大型車ピーク値

（装薬量：4kg） （10台平均）

12:30 12:00～13:00

St.1
ダム堤体直上流左岸

82 83

St.2
工事用進入路の入口

82 80

調査地点

　　　　　　　　　　　　　騒音調査結果　　　　　　　　単位：dB(A)

【St.2 地点 騒音レベル波形代表例（発破作業）】 

【St.1 地点 騒音レベル波形代表例（発破作業）】 

  ２）発破騒音・振動調査（①騒音） 

評価項目 視点 平成 25 年度の調査結果概要 評価概要 

発破騒音の影響 

工事の影響把握                            

・火薬学会規制値との照合 

・交通騒音(大型車)との比較 

・発破騒音は、St.1 が 82dB(A)、St.2 が

82dB(A)であった。 

 

・国道を通過する大型車 10 台ピーク平均

は、St.1 が 83dB(A)、St.2 が 80dB(A)で

あった。 

・今回の発破騒音は、St.1 が 82dB(A)、St.2 が 82dB(A)であり、両地点ともに管理値 96dB(A)を

大きく下回る値であった。 

・国道を通過する大型車 10 台ピーク平均（80、83dB(A)）と比較すると、St.1 及び St.2 ともに大

型車通過時の騒音と同程度の値であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｄB）

家庭用設備 エアコン 　約４１～５９

温風ヒーター 　約４４～５６

換気扇 　約４２～５８　

風呂又は給排水音 　約５７～７５

家庭用機器 洗濯機 　約６４～７２

掃除機 　約６０～７６

目覚まし時計 　約６４～７５

電話のベル音 　約６４～７０

音響機器 ピアノ 　約８０～９０

エレクトーン 　約７７～８６

ステレオ 　約７０～８６

テレビ 　約５７～７２

その他 犬の鳴き声 　約９０～１００

子供の駆け足 　約５０～６６

布団をたたく音 　約６５～７０　

車のアイドリング 　約６３～７５

人の話し声（日常） 　約４１～７５

人の話し声（大声） 　約４１～７６

日
常
生
活
音
の
い
ろ
い
ろ

St.1 ダム堤体直上流左岸 

St.2 工事用進入路の入口 

 
Ｎ
 

発破施工箇所発破施工箇所発破施工箇所発破施工箇所    

発破 82dB(A) 

発破騒音の火薬学会規制値：96dB(A) 

大型車 82dB(A) 
大型車 81dB(A) 

発破 82dB(A) 
大型車 79dB(A) 大型車 81dB(A) 

発破施工状況：平成発破施工状況：平成発破施工状況：平成発破施工状況：平成 25252525 年年年年 9999 月月月月 11111111 日日日日 12121212：：：：30303030    

発破騒音の火薬学会規制値：96dB(A) 

※注 管理値：火薬学会の提言値を踏まえて設定した数値 

※注 

出典：「生活騒音の現状と今後の課題」（環境省） 
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発破作業 大型車ピーク値

（装薬量：4kg） （10台平均）

12:30 12:00～13:00

St.1
ダム堤体直上流左岸

52 54

St.2
工事用進入路の入口

38 47

調査地点

　　　　　　　　　　　　　振動調査結果　　　　　　　　　　単位：dB

【St.1 地点 振動レベル波形代表例（発破作業）】 

２）発破騒音・振動調査（②振動） 

評価項目 視点 平成 25 年度の調査結果概要 評価概要 

発破振動の影響 

工事の影響把握     

・火薬学会規制値との照合 

・交通振動(大型車)との比較 

・発破振動は、St.1 が 52dB、St.2 が 38dB

であった。 

 

・国道を通過する大型車 10 台ピーク平均

は、St.1 が 54dB、St.2 が 47dB であった。 

・今回の発破振動は、St.1 が 52dB、St.2 が 38dB であり、両地点ともに管理値 75dB を大きく下

回る値であった。 

・国道を通過する大型車 10 台ピーク平均（47～54dB）と比較すると、St.1 及び St.2 ともに大型

車通過時の振動と同程度の値であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気象庁震度階級関連解説表(平成８年２月) 

振動レベル 

(dB) 
震度 階級 人間の感覚 

55 以下 無感 ０ 人は揺れを感じない。 

55～65 微震 １ 屋内にいる人の一部がわずかな揺れを感じる。 

65～75 軽震 ２ 
屋内にいる人の多くが揺れを感じる。 

眠っている人の一部が目を覚ます。 

75～85 弱震 ３ 
屋内にいる人のほとんどが揺れを感じる。 

恐怖感を覚える人もいる。 

85～95 中震 ４ 
かなり恐怖感があり、一部の人は身の安全を図ろうとする。 

眠っている人のほとんどが目を覚ます。 

５弱 
多くの人が身の安全を図ろうとする。 

一部の人は行動に支障を感じる。 
95～105 強震 

５強 
非常な恐怖感を感じる。 

多くの人が行動に支障を感じる。 

６弱 立っていることが困難になる。 

105～110 烈震 

６強 立っていることができず、這わないと動くことができない。 

110 以上 激震 ７ 揺れにほんろうされ、自分の意志で行動できない。 

St.1 ダム堤体直上流左岸 

St.2 工事用進入路の入口 

 
Ｎ
 

発破施工箇所発破施工箇所発破施工箇所発破施工箇所    

発破施工状況：平成発破施工状況：平成発破施工状況：平成発破施工状況：平成 25252525 年年年年 9999 月月月月 11111111 日日日日 12121212：：：：30303030    

発破 52dB 

大型車 48dB 

大型車 54dB 

 

【St.2 地点 振動レベル波形代表例（発破作業）】 

発破 38dB 

大型車 45dB 
大型車 43dB 

発破振動の火薬学会規制値：75dB 

※注 管理値：火薬学会の提言値を踏まえて設定した数値 

※注 

発破振動の火薬学会規制値：75dB 



 

 

 

- 33 - 

 

（３）水位低下前後の比較 

１）航空写真 

次ページ以降に、下図の各区間の航空写真を示す。 

  撮影時期は、各区間とも平成 21 年 11 月（荒瀬ダム湛水時）、平成 23年 11 月（荒瀬ダムゲート開放時）、平成 25年 8 月（水位低下装置による水位低下後）及び昭和 23年（荒瀬ダム建設前）である。 

 

 

 

 

 

【減水区間】 

【第２流水回復区間】 

【百済木川湛水区間】 

【第２流水回復区間】 

【第１流水回復区間】 

【第１流水回復区間】 

【上流流水区間】 
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【減水区間・第２流水回復区間・百済木川湛水区間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成平成平成平成 23232323 年年年年 11111111 月（荒瀬ダムゲート開放後）月（荒瀬ダムゲート開放後）月（荒瀬ダムゲート開放後）月（荒瀬ダムゲート開放後）    

ゲート開放：ゲート開放：ゲート開放：ゲート開放：平成平成平成平成 22222222 年年年年 4444 月月月月    

荒瀬ダム 

放水路 

百済木川 

葉木橋 

平成平成平成平成 21212121 年年年年 11111111 月（湛水時）月（湛水時）月（湛水時）月（湛水時）    

出典出典出典出典：：：：国土交通省八代河川国道事務所国土交通省八代河川国道事務所国土交通省八代河川国道事務所国土交通省八代河川国道事務所((((平成平成平成平成 21212121 年年年年 11111111 月月月月撮影撮影撮影撮影））））    

荒瀬ダム 

放水路 

百済木川 

葉木橋 

第２流水回復区間 
流水回復区間 

（減水区間） 
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平成平成平成平成 25252525 年年年年 8888 月（水位低下装置による水位低下後）月（水位低下装置による水位低下後）月（水位低下装置による水位低下後）月（水位低下装置による水位低下後）    

荒瀬ダム 

放水路 

百済木川 

葉木橋 

水位低下水位低下水位低下水位低下：平成：平成：平成：平成 25252525 年年年年 6666 月月月月    

昭和昭和昭和昭和 23232323 年（荒瀬ダム建設前）年（荒瀬ダム建設前）年（荒瀬ダム建設前）年（荒瀬ダム建設前）    

第２流水回復区間 
流水回復区間 

（減水区間） 
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【第２流水回復区間・第１流水回復区間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典出典出典出典：：：：国土交通省八代河川国道事務所国土交通省八代河川国道事務所国土交通省八代河川国道事務所国土交通省八代河川国道事務所((((平成平成平成平成 21212121 年年年年 11111111 月月月月撮影撮影撮影撮影））））    

百済木川 

葉木橋 

平成平成平成平成 21212121 年年年年 11111111 月（湛水時）月（湛水時）月（湛水時）月（湛水時）    

百済木川 

葉木橋 

平成平成平成平成 23232323 年年年年 11111111 月（荒瀬ダムゲート開放後）月（荒瀬ダムゲート開放後）月（荒瀬ダムゲート開放後）月（荒瀬ダムゲート開放後）    

ゲート開放：平成ゲート開放：平成ゲート開放：平成ゲート開放：平成 22222222 年年年年 4444 月月月月    

第１流水回復区間 第２流水回復区間 
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百済木川 

葉木橋 

平成平成平成平成 25252525 年年年年 8888 月（水位低下装置による水位低下後）月（水位低下装置による水位低下後）月（水位低下装置による水位低下後）月（水位低下装置による水位低下後）    

水位低下水位低下水位低下水位低下：平成：平成：平成：平成 25252525 年年年年 6666 月月月月    

百済木川 

昭和昭和昭和昭和 23232323 年（荒瀬ダム建設前）年（荒瀬ダム建設前）年（荒瀬ダム建設前）年（荒瀬ダム建設前）    

第２流水回復区間 第１流水回復区間 
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【第１流水回復区間・上流流水区間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典出典出典出典：：：：国土交通省八代河川国道事務所国土交通省八代河川国道事務所国土交通省八代河川国道事務所国土交通省八代河川国道事務所((((平成平成平成平成 21212121 年年年年 11111111 月月月月撮影撮影撮影撮影））））    

瀬戸石ダム 球磨川第一橋梁 

鎌瀬橋 

平成平成平成平成 21212121 年年年年 11111111 月（湛水時）月（湛水時）月（湛水時）月（湛水時）    

瀬戸石ダム 球磨川第一橋梁 

鎌瀬橋 

平成平成平成平成 23232323 年年年年 11111111 月（荒瀬ダムゲート開放後）月（荒瀬ダムゲート開放後）月（荒瀬ダムゲート開放後）月（荒瀬ダムゲート開放後）    

ゲート開放：平成ゲート開放：平成ゲート開放：平成ゲート開放：平成 22222222 年年年年 4444 月月月月    

第１流水回復区間 上流流水区間 
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瀬戸石ダム 球磨川第一橋梁 

鎌瀬橋 

河道外の森林帯では、 

一部で裸地化の傾向が見られる。 

平成平成平成平成 25252525 年年年年 8888 月（水位低下装置による水位月（水位低下装置による水位月（水位低下装置による水位月（水位低下装置による水位低下後）低下後）低下後）低下後）    

水位低下水位低下水位低下水位低下：平成：平成：平成：平成 25252525 年年年年 6666 月月月月    

球磨川第一橋梁 

昭和昭和昭和昭和 23232323 年（荒瀬ダム建設前）年（荒瀬ダム建設前）年（荒瀬ダム建設前）年（荒瀬ダム建設前）    

第１流水回復区間 上流流水区間 
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湯の瀬 

鎌瀬 

宮瀬 

葉木橋 

瀬、砂州の出現

H25.6.10 H25.10.16①

小又瀬付近

H25.6.10

砂州の出現

瀬の出現

百済木川

H25.10.16②

葉木橋上流

H25.6.10 H25.10.16

瀬の出現

④

湯の瀬付近

H25.10.16

鎌瀬

⑥

鎌瀬

⑦ H25.10.16

藤ノ瀬

藤ノ瀬

二の瀬 

小又瀬 

一の瀬 

小石の瀬 

藤ノ瀬 

百済木川

荒瀬ダム直上流

H25.6.17 H25.10.22

三の瀬 

荒瀬ダム直上流

H25.10.16

荒瀬ダム 

■荒瀬ダム建設以前の平面図（地元住民提供）と現状写真（水位低下前後） 

砂州の拡大

瀬の範囲の拡大

H25.6.10 H25.6.17⑤

小石の瀬

H21.1.27 

③

百済木川流入部

H25.6.10 H25.10.16

H22.6.08 

H25.9.11

百済木川上流部
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荒瀬ダム

水位低下完了直後（平成２５年６月１７日）

ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月）
水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後
（平成２５年８月）（平成２５年８月）（平成２５年８月）（平成２５年８月）

ゲート開放後（平成２５年６月１０日） 現在（平成２５年１０月１６日）

小又瀬付近小又瀬付近小又瀬付近小又瀬付近

荒瀬ダム
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ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月） 水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後
（平成２５年８月）（平成２５年８月）（平成２５年８月）（平成２５年８月）

ゲート開放後（平成２５年６月１０日） 水位低下完了直後（平成２５年６月１７日） 現在（平成２５年１０月１６日）

葉木橋上流葉木橋上流葉木橋上流葉木橋上流
荒瀬ダム
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ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月） 水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後
（平成２５年８月）（平成２５年８月）（平成２５年８月）（平成２５年８月）

ゲート開放後（平成２５年６月１０日）

ゲート開放前

現在（平成２５年１０月１６日）

平成21年１月27日

平成平成平成平成22222222年年年年6666月月月月8888日日日日

百済木川流入部百済木川流入部百済木川流入部百済木川流入部
荒瀬ダム
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ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月） 水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後
（平成２５年８月）（平成２５年８月）（平成２５年８月）（平成２５年８月）

ゲート開放後（平成２５年６月１０日） 水位低下完了直後（平成２５年６月１７日） 現在（平成２５年１０月１６日）

湯の瀬付近湯の瀬付近湯の瀬付近湯の瀬付近
荒瀬ダム
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ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月） 水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後
（平成２５年８月）（平成２５年８月）（平成２５年８月）（平成２５年８月）

ゲート開放後（平成２５年６月１０日） 水位低下完了直後（平成２５年６月１７日） 現在（平成２５年１０月１６日）

小石の瀬小石の瀬小石の瀬小石の瀬
荒瀬ダム
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ゲート開放後（平成２５年６月１０日） 水位低下完了直後（平成２５年６月１７日） 現在（平成２５年１０月１６日）

ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月） 水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後
（平成２５年８月）（平成２５年８月）（平成２５年８月）（平成２５年８月）

鎌鎌鎌鎌 瀬瀬瀬瀬
荒瀬ダム
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ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月）ゲート開放後（平成２３年１１月） 水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後水位低下装置による水位低下後
（平成２５年８月）（平成２５年８月）（平成２５年８月）（平成２５年８月）

ゲート開放後（平成２５年６月１０日） 水位低下完了直後（平成２５年６月１７日） 現在（平成２５年１０月１６日）

藤ノ瀬藤ノ瀬藤ノ瀬藤ノ瀬
荒瀬ダム
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